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( 科目コード：8107620005EE)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】[ 応用物理 III]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・5 年次
【担当教員】

青木 利澄

【授業目標・教育方針】
・一般化座標の意味が理解できる。
・ラグランジュの運動方程式を立てることができる。
・変分原理（ハミルトンの原理、最小作用の原理）の意味が理解できる。
・基準振動と基準座標の意味ができる。
・簡単な系の基準振動と基準座標が計算できる。

【授業概要】
　解析力学では、体系の運動をどのように記述すると計算に便利か、ということに考察の重点が置かれる。最も重要
なのは、直交直線座標を離れて、運動の計算が容易となる変数（一般化座標）を自由に選ぶことにある。このような
場合、運動方程式がどのようになるかという一般的な処方箋を与えるのが、ラグランジュの運動方程式である。先ず
は、ラグランジュの方程式がニュートンの方程式からどのように導き出されるのかを説明する。次に、具体例を取り
扱うことで、ラグランジュの運動方程式の方法が自由に使いこなせるようにする。
　物理法則には、「ある量を最小または最大にするように生じている。」という形に表現できるものが多い。ハミルト
ンの原理や最小作用の原理は、力学法則のそのような表現法の 1 つであることを学ぶ。実際、ラグランジュの運動方
程式が、ハミルトンの原理に基づいて導かれることを見る。
　力学系の運動のうちで非常に普遍的なもののひとつが微小振動である。基準振動および基準座標の考え方は、現代
物理学や工学の分野にも広汎な応用をもつ。ここでは、ラグランジュの運動方程式に基づいて、微小振動の一般論を
議論する。次に、具体的な体系（二重振り子、連成振動子系など）について、基準振動および基準座標の計算を行い、
その物理的意味を説明する。
　
　

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：物理入門コース「解析力学」：小出　昭一郎：岩波書店
参考書：物理テキストシリーズ「解析力学」：大貫　義郎：岩波書店
参考書：ゴールドスタイン「古典力学」上･下：瀬川・矢野・江沢　訳：吉岡書店
参考書：古典力学の問題と解説：瀬藤　憲昭・吉田　俊博：吉岡書店
参考書：大学演習　「力学」：山内・末岡・佐藤・田辺：裳華房

【備考】
3 年次に学んだ「応用物理Ⅰ」の復習をしておいて下さい。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
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【授業計画】（授業名：[ 応用物理 III]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 4 回 一般化座標とラグランジュの方
程式

・平面極座標
・平面極座標による運動方程式
・平面極座標の場合の一般化力
・ラグランジュの運動方程式
・エネルギー保存則

レポート

5 ～ 8 回 ラグランジュの方程式と束縛 ・束縛条件と一般化座標
・ラグランジュ方程式の例
・時間に依存する束縛条件
・回転座標系とローレンツ力
・散逸関数
・オイラーの角

レポート

9 ～ 11 回 変分原理 ・オイラーの方程式
・ハミルトンの原理
・最小作用の原理

レポート

12 ～ 15 回 力学系の微小振動 ・二重振り子
・平衡点とラグランジュ関数
・基準振動と基準座標
・分子の振動
・格子振動
・連続体の振動

レポート
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